
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）
【教科書】
【教科書】MОUSA１
【副教材】　

Music Note

ＣＣＣ

学科

○教科書とワークシートを使って学習を進めます。
○各単元の終わりにはまとめとして、実技テストや発表等を
   行います。
○表現領域では、技術習得と表現の工夫とのバランスを図り
   ながら学習します。
〇鑑賞領域については表現領域とのバランスを図りながら
   随時学習します。

5

4

評価規準

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史
的背景などとの関わり及び音楽の多
様性などについて深く理解してい
る。

・創意工夫を生かした音楽表現をす
るために必要な技能を確実に身に付
け、歌唱、器楽、創作などで表して
いる。

・音楽を形づくっている要素や要素
同士の関連を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて深く
考え、どのように表すかについて表
現意図をもったり、音楽を評価しな
がらよさや美しさを自ら味わって聴
いたりしている。

・音や音楽、音楽文化と豊かに関わ
り主体的・協働的に表現及び鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。

得点率観点別学習状況の評価

○実技テスト
○授業プリント

○実技テスト
○授業プリント

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

教科名

　音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
（1 ）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身に付けるようにする。
（2 ）自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにす
る。
（3 ）主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

音楽Ⅰ 単位数（週当たりの授業時数） 2 単位

芸術 履修学年 1 年

（科目名）

評価方法
○実技テスト
○授業プリント

1

評価の組み合わせ 評定

ＡＢＣ  BＢB　

ＢＢC　(ＡCＣ)

ＢＣＣ

3

2

ＡＡＡ

ＡＡＢ

ＡＢＢ　(ＡＡＣ)



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

○オリエンテーション

〇歌唱①

〇歌唱②

〇クラシックギター

〇ギターアンサンブル①

※鑑賞領域は随時実施します

〇ギターアンサンブル②

〇創作①

〇創作②

〇歌唱③

〇ギター弾き語り

※鑑賞領域は随時実施します

〇実技テスト
〇授業プリント

〇実技テスト
〇授業プリント

○授業プリント
の記述
○自己評価や相
互評価
〇授業中の発言
や行動の観察

７月

３

学

期

２

学

期

１

学

期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

時期

１月

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

〇実技テスト
〇授業プリント

〇実技テスト
〇授業プリント

○授業プリント
の記述
○自己評価や相
互評価
〇授業中の発言
や行動の観察

２月

３月

〇実技テスト
※随時
〇授業プリント

〇実技テスト
〇授業プリント

○授業プリント
の記述
○自己評価や相
互評価
〇授業中の発言
や行動の観察


